
バレエ･リュス初期作品《火の鳥≫研究:

民話から生まれた｢火の鳥｣の妖艶な女性像

平　野　恵美子

はじめに(研究の目的と方法)

《火の鳥》 1910､ 《ペトルーシュカ≫ 1911､ 《秦の

祭典》 1913　という初期バレエ･リュスの三つの｢ロ

シア的｣な作品のうち､他の二つに比べ《火の鳥≫に関

する議論が十分に行われていない様に思われる｡とりわ

けバレエのタイトル･ロールでもある｢火の鳥｣が､作

品中でどのような役割を果たしているのかという点につ

いて納得のいく考察がなされていない｡そこでバレエ

《火の鳥≫に関するこれまでの先行研究を取り上げ､批

判を加えつつ､当時ロシア芸術において一つの主要な題

材であった民話を原作とする《火の鳥≫に着目し､民話

がバレエ化される過程で､ ｢火の鳥｣の役割がどのよう

に変化していったかについて論じる｡

1.バレエ･リュス研究のこれまでと論文の進め方

セルゲイ･デイアギレフ(Serge Diaghilev, 1872-1929)

が率いたバレエ･リュスは､ 1909年から1929年まで

ロシア以外の国々､主として西欧で公演を行い､大セ

ンセーションを巻き起こした｡と同時にその革新性に

よってバレエの歴史に新しいページを刻んだ｡バレエ･

リュスに関する記録は､画家のアレクサンドル･ベヌ

ア(Alexandre Benois, 1870-1960) (Benois 1941)や振付

家のミハイル･フォーキン(MichelFokine, 1880-1942)

(Fokine 1961)ら実際の作品制作に深く関わった大勢の

人々によって､多くの回顧録が著された(1)｡その後､実

際にバレエ･リュスの公演は見ていないものの､関係者

に対するインタビューと膨大な資料を基に､リチャー

ド･バックル(RichardBuckle)がバレエ･ l)エスの活

動の総括的な記録をまとめた(Buckle1979 c　さらにリ

ン･ガラフオラ(LynnGarafola)がバレエ･ l)エスの作

品に対する現代的な分析を行った(Garafola1989)｡これ

らの研究を祖として､現代ではリチャード･タルースキ

ン(RichardTaruskin) (Taruskin 1996)やサリー･ペイ

ンズ(Sally Banes) (Banes 1998, 1999)らが音楽分析や

フェミニズム論などの立場から専門性の高い研究を行っ

ている｡

このようにバレエ･リュスに対する研究熱がますます

高まる一方で､一つ一つの作品については未だ分析の余

地を残しているように思われる｡それはバレエ･リュ

スの存続期間がわずか20年だったとはいえ､その間に

関わった芸術家や芸術の主義が19世紀の象徴主義に始

まって20世紀のモダニズム､アバンギャルドに至るま

で､あまりに多岐に渡るためではないだろうか｡ 《火の

鳥》､ 《ペトルーシュカ》､ 《春の祭典》　という初期バレ

エ･リュスの三つの｢ロシア的｣な作品に限っても､《ペ

トルーシュカ≫や《春の祭典》に比較すると､ 《火の鳥》

に関する議論は少ない｡例えば《ペトルーシュカ》につ

いてはアンドリュー･ワクテル(AndrewWachtel)が論

文集をまとめたり(Wachtel1998)､マーチン･グリー

ンとジョン･スワン(MartinGreenandJohnSwan)が

コメディア･デラルテとの関係からバレエ･リュスの

《ペトルーシュカ≫　について書いている(Green&Swan

1993)t　また《春の祭典》　は､舞踊研究者のホドソンと

アーチャー夫妻(Millicent Hodson & Kenne也Archer)

によって初演時の資料や関係者の証言が集められ､ 8

年の歳月をかけて1987年､初演作の復元上演が行われ

た事でも大きく注目された｡ 《春の祭典》　については先

述のタルースキンの他に､ピーター･ヒル　PeterHill

(Hill2000)､ペ-テル･C･フアンデントールン(Pieter

C.van denToorn) (VandenToorn 1987)､他､多数の研

究がある｡

《火の鳥》　に関しても､先述のガラフオラ､タルース

キン､ペインズらの著作の中でいくつかの研究がなされ

ており､それらについては本論5で取り上げるが､本稿

においてはバレエ･リュス研究に不可欠で､現在も上演

され続けて現代バレエの古典になりつつある　《火の鳥》

に着目し､さらなる研究の進展を図りたい｡

本稿ではまず《火の鳥》成立までの背景を概観し､次

にタルースキン､ペインズ､ガラフオラらの｢火の鳥｣

の解釈の検証と批判を行う｡さらにバレエ作品《火の鳥》

成立過程において､民話では性別不明､動物(鳥)であ

る｢火の鳥｣が､なぜ妖艶な女性像をもつ｢火の鳥｣と

して表されたかについて考察する｡

なおバレエ《火の鳥≫については､イギリス･ロイヤ

ル･バレエ団による　《火の鳥》 (マ-ゴ･フォンティー

ン主演､コヴェント･ガーデン王立劇場にて収録､

1959　のビデオ映像の他に､ロシア･ボリショイ･バレ

エ団(ニーナ･アナニアシヴイリ主演､モスフイルム･

スタジオ撮影､ 2002)およびキーロフ･バレエ団(デイ

アナ･ヴイシニヨ-ワ主演､パリ･シャトレ座にて収録､

2002　のDVD映像を参考に使用した.

2. 《火の烏≫ (1910)の登場まで

バレエ･リュスの活動期は関わった人々や中心となっ

た人物､作品の傾向などによって､大まかに次の三期に

分類できる(2)｡

第一期(1909-1913 :フォーキン､ベヌア､レオン･

バクスト(LeonBakst, 1866-1924)､ワッラフ･ニジンス

キー(Vaslav Nijinsky, 1889-1950)らロシア人を中心に､
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《シェヘラザード》 (1910) 《蓄蔵の精≫ (1911) 《牧神の

午後》 (1912)など甘美で象徴主義的な作品を多く上演

した｡ 《春の祭典≫を機にモダニズム時代-と移行する｡

第二期(1914-1921) :フォーキン､ニジンスキーらが解

雇され､振付家､第一舞踊手､そしてニジンスキーに代

わるデイアギレフの新たな愛人として､レオニード･マ

シーン(Leonide Massine, 1895-1979)がバレエ団の中心

となる｡また西欧の最先端の芸術家達との活発な協力関

係が始まる｡パブロ･ピカソ(Pablo Picasso, 1881-1973)

が美術を担当し､ジャン･コクトー(JeanCocteau,

1889-1963)が台本を担当した《バラード≫ (1917)など｡

第三期(1921-1929) :セルジュ･リファール(Serge

lifer, 1905-1986)がマシーンに代わる新たなスターかつ

デイアギレフの愛人となった｡アバンギャルドの実験的

傾向がますます強まる｡ニジンスキーの妹のプロニスラ

ワ･ニジンスカ(Bronislava Nijinska, 1891-1972)が振付

けを手掛けた《結婚≫ (1923)はこの時期の代表作｡

本稿における筆者の関心は第一期の､特に｢ロシア的｣

な作品にある｡なおここで用いる｢ロシア的｣とは､や

や大雑把だが｢ロシアの土地や歴史を舞台にし､主要な

登場人物もロシア人あるいはロシアの生き物｣という意

味である｡バレエ･リュスという名称は､現在では｢デイ

アギレフのバレエ･リュス｣としてあたかもバレエ団の

固有名詞のように使われるが､本来は単に｢ロシアのバ

レエ(BalletsRusses)｣というフランス語にすぎない｡

バレエ･リュスの魅力は｢ロシアから来た｣ということ

に深く関係しており､ ｢ロシア的｣要素を西欧の人々は

大いに期待した｡だが第一期のバレエ･リュスをよく見

ると､実は｢ロシア的｣といえる作品は少ない｡

第一期バレエ･リュスの｢ロシア的｣な作品

1909 《ポロヴェツ人の踊り≫ (オペラ《イ-ゴリ公》より｡)

(音楽:アレクサンドル･ポロデイン(AlexanderBoro-

din,1833-1887)､美術:ニコライ･レ-リヒ(Nikolai

Roerich,1874-1947)､振付:フォーキン､台本:ポロデイ

ン｡)

1910 《火の鳥≫

(音楽:イ-ゴリ･ストラヴィンスキー(IgorStravinsky,

1882-1971)､美術:アレクサンドル･ゴロヴイン(ALlex-

andreGolovin,1863-1930)､衣装:バクスト､ゴロヴイン､

振付:フォーキン､台本:フォーキン｡)

1911 《サトコ≫ (同名のオペラより｢海底の王国｣の場面)

(音楽:ニコライ･リムスキー-コルサコフ(Nikolai

Rimsky-Korsakov, 1844-1908)､美術:ボリス.アニス

フェリド(BorisAnisfel'd, 1879.-1973)､振付:フォーキ

ン､台本:リムスキー-コルサコフ他｡)

1911 《ペトルーシュカ≫

(音楽:ストラヴィンスキー､美術:ベヌア､振付:

フォーキン､台本:ストラヴィンスキー､ベヌア｡)

1912 《春の祭典≫

(音楽:ストラヴィンスキー､美術:レ-リヒ､振付:

ニジンスキー､台本:ストラヴィンスキー､レ-リヒ｡)

以上からわかるように､バレエ･リュスが西欧で最初

の公演を行った1909年にはオペラからのバレエ･シー

ンである《ポロヴェツ人の踊り≫を除けば､単独作品と

しての｢ロシア的｣なバレエはまだ上演されていなかっ

た｡デイアギレフはバレエ･リュスが初公演を行う直

前の1907年と1908年にパリでロシア歌劇祭を主催し､

有名なオペラ歌手のシャリアピン(FeodorChaliapin,

1873-1938)などの登場もあって､ロシア･ブームの下地

を作り上げていたし､ 1909年にはオペラからの一場面

だったとはいえ､フォーキンが振付けた《ポロヴェツ人

の踊り》は一層の評判を読んだ｡だがロシアを舞台にし

てロシア人が主人公の生っ粋の｢ロシア的｣なバレエ作

品はまだ創られておらず､観客もバレエ･リュスの人々

もその登場を熱望したのだと推測される(3)｡

3.民話『火の鳥』が注目されたロシアの時代背景

バレエ･リュスの《火の鳥》は､西欧のロシア･ブー

ムに応えて生まれたのではなく､その根底にはロシア

芸術におけるネオ･ナショナリズム運動との深い関係

があった｡ 19世紀は芸術の新しい主題を民族主義的な

ものに求めるという傾向が各地で見られたが､ピョ-

トル大帝(在位1682-1725)やエカテリーナ2世(在位

1762-1796)以来西欧化政策が取られ､西欧の文化や芸

術に庄倒されてきたロシアもまた例外ではなかった｡ロ

シアのネオ･ナショナリズム芸術の題材は幾つもある

が､キリスト教以前の異教時代に関心を持つことと､民

衆芸術に眼を向けることは､二つの大きな傾向だった

(Pyman 1994, 295, Taruskin 1996, 849-850他) ｡

そうした流れの中で､特に民俗学者のアレクサンド

ル･アフアナ-シェフ(AleksandrAfanas'ev, 1826-1871)

が収集し1855年から1863年にかけて出版した『ロシ

ア民話集』(4)は､ 19世紀末には多くの芸術家達にとって

インスピレーションの源となった｡その中に収められ

た｢火の鳥｣が登場する物語は詩人や画家達によってし

ばしば取り上げられた｡詩人のコンスタンテン･バリモ

ント(Konstantin Bal'mont, 1867-1942)は『火の鳥-ス

ラヴ人の詩』 (Zhar-ptitsa: svirel'slavyanina) (1907)と

いう詩集を著した(図1)｡画家のイワン･ビリービン

(IvanBilibin, 1876-1942)やエレーナ･ボレーノワ(ELena

Polenova, 1850-1898)らによる民話の挿画は広く知られ

ている(図2)｡

このように､文学や美術の世界においてロシア民話は

既に大きな主題となっていたが､バレエの世界では相変

わらず西欧的主題やオリエンタリズムが中心だった(5)｡

フォーキンは､ロシアの民話はオペラでよく取り入れら

れているが､ロシア民話を題材にしたバレエが当時な

かったと述べている(Fokine158)｡ベヌアらバレエ･

リュスの活動の中心的な人々もロシア的主題のバレエ制

作の必要性を説いていた(Benois 1910)(6)｡文学や美術

など他の芸術分野にあってバレエにはなかった民話とい

う題材を､初めてバレエに取り入れた真の｢ロシア的｣

作品として､ 《火の烏》の持つ意味は大きい｡
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図1　画家コンスタンチン･ソーモフ(Konstantin

Somov, 1869-1939)によるバリモントの『火の

鳥-スラヴ人の詩』のための挿画(1907)

図2　イワン･ビリービンによるアファナーシェフの

『ロシア民話集』のための挿画(1899)

4.バレエと民話の｢火の鳥｣

ところでバレエ《火の鳥》は､民話の『火の鳥』の話

をそのままバレエ化したものではない｡確かに火の鳥､

イワン王子､不死身のコシテェィ､エレーナ王女らは､

アブアナ-シェフのロシア民話集の中に繰り返し登場す

る｡だがバレエと全く同じ筋書きを持つ話はそこにはな

い｡

まずバレエのあらすじは次のようなものである｡金の

りんごをついばみに来た火の鳥をイワン王子が捕らえ

る｡火の鳥は一本の魔法の羽根と引き換えに逃がしてく

れるよう頼み､イワン王子はこれを承知する｡次に12

人の美しい乙女が現れ､イワン王子は美しいエレーナ王

女と恋に落ちる｡だが12人の乙女とエレーナ王女は魔

法使いコシテェイによって捕らわれた身であり､まさに

コシテェイがイワン王子を石に変えようとした瞬間､魔

法の羽によって呼び出された火の鳥が危機を救う｡火の

鳥はコシテェイの魂の入った石を指し示し､イワン王子

がこれを壊すとコシテェイは命が尽きる｡コシテェイに

よって石に変えられていた若者達も元に戻り乙女達と結

ばれ､最後はイワン王子とェレ-ナ王女の結婚と戴冠式

の場面で終わる｡

アフアナ-シェフの民話でこれに最も近い話は､ 『イ

ワン王子と火の鳥と灰色狼の話』 (SkazkaoIvane-

tsareviche, zharptitse i o seromvolke)だろう｡父ヴイス

ラフ王の宮殿の庭に生えている金のりんごを夜な夜なつ

いばみに来る火の鳥を､イワン王子が捕らえに行く｡イ

ワン王子は火の鳥の羽根を手に入れるが､バレエのよう

にその羽根が困った時の役に立つということはない｡灰

色の狼の力を借りてイワン王子は火の鳥､うるわしのエ

レーナ姫､金のたてがみの馬を手に入れる｡だがここに

はコシテェイは登場しない｡そしてバレエに灰色の狼は

登場しない｡

バレエと同様､イワン王子がコシチェイの｢死｣の

入った卵を壊しその息の根を止め王女を手に入れるの

は､アフアナ-シェフの民話では『不死身のコシテェイ』

(Koshchei bessmertnyi)である｡キルビート王の娘であ

るワシリーサ王女は金の塔からイワン王子にさらわれる

が､王女は道中でコシテェイにさらわれてしまう｡鋼の

勇者が二人を助ける｡だがここには火の鳥は登場しない｡

アフアナ-シェフの民話に火の鳥が登場する話は､ 『火

の鳥とワシリーサ姫』 (Zhar-ptitsa i Vasilisa prekrasnaya)

など他にもある｡だが火の鳥とコシテェイが同時に登場

したり､ましてや戦ったりする話はない｡タルースキ

ンは､詩人のヤコブ･ボロンスキー(YakovPolonsky,

1819-1898)が1844年に書いた『冬の道』 (Zimnyi Put')

という詩に､魔法使い皇帝､王女､火の鳥が同時に登場

することを指摘している(Taruskin 556-557)｡だがベヌ

アヤフォーキンらバレエの制作者達は《火の鳥》の原作

を明言していない｡フォーキンは｢そのままバレエにす

るのに適した火の鳥の完全な話がなかった｣と述べてい

る(Fokine 158.筆者訳)｡バレエの作者達はこの作品を

創るに際して複数の話をつなぎ合わせた｡しかしこのこ

とがバレエのストーリーにおけるバランスをいささか不

安定なものにしてしまった｡タルースキンが述べている

通り､ ｢主人公(-イワン王子)､敵対者(-魔法使いコ

シチェイ),愛の対象(-王女)｣の三人なら､美しい王

女に対し､善と悪を代表する男二人が争うという､伝統

的な三角関係が物語に安定性を与える(Taruskin 558)｡

それでは｢火の鳥｣の役割は何だろう｡バレエ《火の

鳥》は主人公であるイワン王子の冒険物語である｡彼と

219-



結婚するのは王女であり､彼と戦うのはコシテェイだ｡

火の鳥は単なる傍役にすぎないのだろうか｡それならば

なぜ｢火の鳥｣はバレエ作品のタイトルであり､王子と

主要なパ･ド･ドゥを踊るのがエレーナ王女ではなくて

火の鳥なのだろうか｡そもそも火の鳥は民話の中では単

なる動物(鳥)であり､その性別は明記されていないの

に､なぜバレエでは艶やかな女性像として措かれるのだ

ろう｡

5.ガラフオラ､タルースキン､ペインズによる｢火の

鳥｣の解釈とこれに対する批判

｢バレエにおける火の鳥の位置づけをどう理解するか｣

という問題について､先行の研究者達もまた各々の考察

を述べている｡

ガラフオラは｢火の鳥｣の強さと弱々しさを､ 1905年

のロシア革命の成功と失敗を重ね合わせることができる

としている(Garafola29)｡しかしここでロシア革命の

ことを持ち出すのはやや唐突に思える｡第一期バレエ･

リュスの作品でロシア革命のことを題材にしたり､それ

を思わせるようなものは全く見られないからだ｡

タルースキンはバレエの｢火の鳥｣が､アフアナ-シ

ェフの民話のイワン王子を助ける灰色の狼や､別の話に

登場する自分や自分の子供の命を取らなかったお礼にイ

ワン王子を助ける動物､すなわち｢魔法の助け手(magi-

calhelper)｣ (主人公を助ける役割を持った動物や精霊等､

物語の重要な要素)の役割を担っていることを指摘して

いる(Taruskin567-568)｡確かに｢火の鳥｣には､ 『眠

りの森の美女』のリラの精のように主人公を助けるとい

う役割がある｡だがそれだけではなぜ｢火の鳥｣を女性

像として表されなければならないのか説明が不十分では

ないか｡またバレエの冒頭でイワン王子と火の鳥によっ

て踊られるパ･ド･ドゥは､あまりに力強くかつ妖艶な

ため､ ｢導き手｣とこれに｢導かれる者｣の踊りには見

mast

ペインズは｢火の鳥｣の役について最も新しい解釈を

示した｡それによると東洋的要素も持つ｢火の鳥｣はロ

シアが融合すべき｢他者アジア｣の象徴であると同時に

母なるロシアの化身であり､イワン王子を助けて異教

徳(ムスリム)のコシテェイを倒し､キリスト教のロシ

ア帝国建設を助けるものだという(Banes1999, 133)( ｡

なるほどバレエの最終場面でイワン王子と結ばれるのは

エレーナ王女であり､火の鳥ではない｡だがイワン王子

に火の鳥を｢母｣とみなしているような態度や身ぶりは

見られない｡むしろ常に強硬で対等で時に支配的ですら

ある｡またペインズ自身はそれと明言していないが､ ｢キ

リスト教対イスラム教｣という対立構造は､明らかに現

代におけるいわゆる｢文明の衝突｣の影響を受け過ぎて

いる嫌いがある｡

｢火の鳥｣にタルースキンが指摘しているような｢魔

法の助け手｣的要素があるのは否定できない｡しかしい

ずれの研究者も｢火の鳥｣のヒロインとしての女性的側

面への注目が足りないように思われる｡そこで次に民話

に遡って｢火の鳥｣の女性面について考察したい｡

6. 1910年の《火の鳥≫

デイアギレフの秘書であったボリス･コフノ(Boris

Kochno, 1904-1991)の話として､ペインズもバックルも

｢火の鳥｣の役を男性であるニジンスキーが踊りたがっ

たという逸話に言及している(Buckle 162, Banes 1998,

98)｡ 1910年の《火の鳥》の初演に先立ち､ 1909年に上

演された《響宴》中の《火の鳥》　というパ･ド･ドゥで

｢鳥｣の役をニジンスキーが踊ったからである｡この演

目は､実際は《眠りの森の美女》からの《青い鳥》のパ･

ド･ドゥだった｡通常､ ｢青い鳥｣役は男性によって踊

られる｡だがこの逸話はもっと注意深く見なければなら

ない｡この時の《青い鳥》が実際には《火の鳥≫　という

タイトルがつけられていたため､もともと｢火の鳥｣の

役は男性舞踊手によって踊られていたかのような誤解を

与えるからである｡だが1909年の《響宴》中の《火の

鳥》の､バクストによる衣装デザインをよく見てみると､

ニジンスキーのためにデザインされた衣装は､ ｢黄金の

鳥またはヒンドゥーの王子｣ (L'Oiseaud'OrouHindu

Prince)となっている(図3)｡そして､タマ-ラ･カル

サヴイナ(Tamara Karsavina, 1885-1978)のためにデザ

JI- ,,/
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図3　バクストによる1909年の《火の鳥》のためのエ

スキース､ ｢黄金の鳥またはヒンドゥーの王子｣

(ニジンスキー)
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図4　バクストによる1909年の《火の鳥≫のためのエ

スキース､ ｢火の鳥｣ (カルサヴイナ)

インされた衣装は､ ｢火の鳥｣ (L'OiseaudeFeu)だ(図

4)｡つまり現在もよく踊られる《青い鳥》のパ･ド･

ドゥのように女性のフロリナ王女は人間で､ ｢青い鳥｣

役の男性のみが鳥というわけではなく､ 1909年の《火の

鳥》すなわち《青い鳥》のパ･ド･ドゥは男女とも鳥を

象徴した役柄であり､うち｢火の鳥｣は女性舞踊手によっ

て踊られていたのである｡また､ 《眠りの森の美女》の

｢青い鳥｣が男性によって踊られると言っても､ 『青い鳥』

はそもそも外国から輸入された物語である(Madamme

d'Aulnoy 1697)t ｢青い鳥｣の男性という性は外国からも

たらされたものだから､ロシアの｢火の鳥｣の本来の性

とはあまり関係が無いと考えられる｡さらに先述のバリ

モントの『火の鳥』の挿画を見ると､ ｢火の鳥｣は明ら

かに女性の姿で措かれている(図1)｡このようにロシ

ア人にとって｢火の鳥｣が｢女性｣であることは自然な

ことのようだ｡ ｢火の鳥｣のこの｢女性｣面についても

う少し詳しく見てみよう｡

7.民話『火の烏』の女性的要素

7.1 ｢捕われる者｣としての｢火の鳥｣

｢火の鳥｣の性はバレエ以前､すなわちロシア民話の

中にある時から既に決まっていたと考えられる｡ 『イワ

ン王子と火の鳥と灰色の狼の話』の中で､火の鳥の羽

を手に入れたイワン王子は､父ヴイスラフ王から火の

鳥を生け捕りにするよう命じられる｡そしてドルマー

ト王の庭から金の寵に入れらjtた火の鳥を盗もうと試み

る｡つまり大変美しい羽を持っている火の鳥は別の男

によって閉じ込められており､イワン王子はこれを盗
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みに行く｡このように｢閉じ込められ｣､別の男に｢盗

まれる｣あるいは｢捕われる｣対象というのは､美し

い女性を容易に想像させる｡例えば既に見たように､

『不死身のコシテェイ』でキルビート王の娘であるワシ

リーサ姫は､塔からイワン王子にさらわれる｡さらに

彼女はコシテェイにさらわれ､再びイワン王子に取り

戻される｡この話は塔に閉じ込められたラブンツェル

姫(グリム童話)やダナエー(ギリシア神話)の物語

を連想させる｡ガラフオラは｢狩猟者王子(huntsman

prince)｣であるイワン王子について｢ヒロイン(-

火の鳥)を自由にする者ではなく､彼女の自由を奪う

者｣と述べている(Garafola29)｡確かに多くの物語で

ヒロインは王子によって一旦は｢解放｣される｡だが

彼女達はしょせん王子のものになる運命なのだ｡この

ように｢追われる｣､ ｢盗まれる｣､ ｢捕らえられる｣と

いった女性は他にも､ギリシア神話のエウロバなどがい

る｡同じくギリシア神話のデメテルの娘ベルセフォネは､

ハデスによって半永久的に奪われたままだ｡

7.2 ｢災いをもたらすもの｣としての｢火の鳥｣

一方､ロシア民話の中で火の鳥は､ ｢災いをもたらす

もの｣でもある｡ 『火の鳥とワシリーサ姫』の中で､鉄

砲の名人が道に落ちていた火の鳥の金の羽根を拾おうと

して､自分の駿馬に｢ひろえばとんだ災難にあう｣と諌

められる(アフアナ-シェフ上347｡名人は忠告を無

視して羽根を拾い様々な困難に遭う｡このように民話の

中で｢火の鳥｣は､しばしば主人公に災いをもたらすも

のだ｡ ｢白鳥の湖｣ ｢瀕死の白鳥｣を始めとして｢烏｣の

登場するバレエは多くあるが､フォーキンはこの｢災い

をもたらす鳥をバレリーナ(女性)によって表す｣とい

うイメージに強く惹かれていたのではないだろうか｡バ

レエ･リュスが1914年にリムスキー-コルサコフの《金

鶏≫　を舞踊劇として初演した時､ ｢金鶏｣は小道具仕立

てだった｡だが1934年に再演した時､振付を担当した

フォーキンは王と王国に死と動乱をもたらす災いの｢金

鶏｣を､バレリーナに踊らせてその印象を強めた(Fokine

278)｡バレエ｢火の鳥｣の最初の部分で踊られる火の鳥

とイワン王子のパ･ド･ドゥは､通常のバレエで踊られ

る男性が女性を礼儀正しく優しくリードするそれとは異

なって､激しい争いのパ･ド･ドゥだ｡火の鳥は力強く

恐ろしい｡そして｢追われ｣､ ｢捕らえられる｣という女

性的な性質と一見矛盾するかのように見えるこの｢力強

い｣ ｢恐ろしい｣という性質も､また女性的魅力の一つ

である｡バレエ中の｢火の鳥｣を見てみよう｡冒頭､火

の鳥はイワン王子に追われ捕らえられる｡火の鳥は非常

にパワフルで､二人のパ･ド･ドゥは取っ組み合いのよ

うにさえ見える｡だがイワン王子が火の鳥を捕らえよう

とするのは､火の鳥が金のりんごを食べてしまうからだ

けではない｡イワン王子が火の鳥の美しさに惹かれてい

ることは､火の鳥がセクシーで挑発的な身ぶりをするこ

とからもわかる(8)そしてイワン王子が火の鳥を解放し

たのは､羽根の魔法を欲したからだけではない｡羽根の



美しさに惹かれたのだ｡民話の中で主人公が｢災難にあ

う｣と諌められても､羽根の魅力に抗することができな

かったように(アフアナ-シェフ　上347)c　イワン王子

から解放された後､再び登場する火の鳥は特に力強い｡

イワン王子が窮地に陥ったところに現れ､コシテェイの

手下達を完全にコントロールして倒れるまで彼らを踊ら

せる｡実際､火の鳥は強い｡エレーナ王女のか弱さとは

対照的である｡だがイワン王子は火の鳥のこの美しきと

力強さに惹かれている｡なぜならペインズが述べている

ように｢力はセクシー｣でもあるからだ(Banes1998,

98)｡

7.3　火の鳥とエレーナ王女の比較

火の鳥とェレ-ナ王女は様々な点で対照的であるが､

このことはなぜバレエ《火の鳥》に二人のヒロインがい

るのかということを考えるヒントになる｡

まずその衣装を見ると､王女の衣装は長袖で体の大部

分を被い隠し､セクシーさを感じさせず清楚である(図

5)｡これに対し､火の鳥のそれは雌鳥の関心を惹こう

とする雄鳥のように豪華絢欄で､何より露出が多い(図

6)｡ペインズはイワン王子が火の鳥に抱く肉体的な誘

惑と､エレーナ王女に対して抱く結婚を前提とした愛の

差を指摘している(Banes, 1998, 98, 1999, 130),そして

既に述べたように王子の火の鳥に対する態度は争いであ

るのに対し､エレーナ王女に対するそれは非常に丁重で

ある｡だがだからといって王子が火の鳥を低く見下して

いるわけではない｡それはイワン王子が窮地に陥った時､

火の鳥が助けてくれる役割を担っているということもあ

るが､火の鳥はその一見すると肉体的な魅力とは異なっ

て､実はイワン王子にとって手の届かない存在である｡

なぜならエレーナ王女がイワン王子と同じロシア人であ

り人間であるのに対し､火の鳥は非人間､魔物の世界に

属しているからだ｡火の鳥やコシテェイを始めとする怪

物達は､ロシア民話の中でしばしば自分たちと区別して

人間を｢ロシア人｣と呼ぶ(9)｡これは自分達が｢ロシア

人｣ではない､すなわち人間とは異なる世界に属してい

ることを示している｡エレーナ王女と火の鳥のどちらも

イワン王子を魅了する美しい女性である｡だが清楚で何

の力も持たないエレーナ王女はイワン王子にとって御し

やすく手に入れやすい相手だ｡これに対し火の鳥は力強

く賢く(イワン王子に捕らえられても魔法の羽根を与え

ることによって逃げる術を知っている)誘惑的だが別世

界に属しているため､イワン王子にとっては決して手の

届かない永遠の憧れである｡

清楚な女性と､セクシーで誘惑的な女性という対照

的な二人のヒロインが登場するバレエは､他にも多く

の例を挙げることができる｡ 《バヤデルカ》　のニキヤ

とザレマ､ 《パフチサライの泉》　のマリヤとガムザッ

ティ､《白鳥の湖≫の黒鳥(オディール)と白鳥(オデッ

ト)等である｡特に《白鳥の湖》の黒鳥､ジークフリー

ト王子､白鳥､悪魔ロットバルトの関係は､ 《火の鳥》

の火の鳥､イワン王子､エレーナ王女､コシチェイの関
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図5　エレーナ王女と王子1910

図6　火の鳥と王子1910

係と類似が見られる(10)｡ 《白鳥の湖≫における黒鳥はロッ

トバルトの娘であり､共に人間とは異なる世界に属して

いる｡だが黒鳥はジークフリート王子のもとにやってき

て王子を誘惑する｡王子は清楚でか弱い白鳥とは対照的

な､艶やかで力強く美しい黒鳥に惹かれるが､黒鳥は王

子を置き去りにする｡バレエ《火の鳥》では､ ｢火の鳥｣



を妖艶な女性として措くことによって､エレーナ王女と

対照的な女性像となり､火の鳥と王女はその両方に惹か

れる王子を間にはさんだ伝統的な三角関係を形成してい

る｡

8.結論

バレエ･リュスの《火の鳥》 (初演:1910年､音楽:

ストラヴィンスキー､美術:ゴロヴイン､衣装:バクス

ト､ゴロヴイン､振付:フォーキン､台本:フォーキン)

について､バレエの原作であり且つロシア人にとってア

イデンティティーの源でもあるロシア民話の『火の鳥』

に着目し､民話がバレエ化される過程で､ ｢火の鳥｣の

役割がどのように変化し､また定義されたのかについて

議論してきた｡

(1)バレエ化の過程において｢火の鳥｣の役割はどの

ように変化したのか

《火の鳥≫は､当時の西欧の熱狂的なロシア･ブーム

と同時に､ロシア国内の芸術におけるネオ･ナショナリ

スティックな動向を背景に､初めて本格的にロシア民話

をバレエ化しようとする試みによって生まれた｡だが複

数の民話をつなぎ合わせたため､民話では別々の話に登

場するコシテェイと火の鳥がバレエでは同時に登場する

など､民話とバレエの間で幾つかの相違が生じてしまっ

た｡また民話では動物(鳥)であり性別不明の｢火の鳥｣

が､バレエでは妖艶な女性像として措かれた｡その結果､

バレエ中にヒロインが二人いるという状況が生まれた｡

(2)民話の｢火の鳥｣は､なぜバレエの《火の鳥》　に

おいては妖艶な女性像になったのか

民話の｢火の鳥｣は｢捕らえられる｣対象であり､た

とえ｢火の鳥｣の性別が明示されていなくても多くの昔

話でそうであるように､この事は｢火の鳥｣が女性であ

ることを示唆している｡また民話の｢火の鳥｣は災いを

もたらすもの､すなわち｢力強く｣｢恐ろしい｣存在で

もある｡また｢火の鳥｣は非人間世界に属しており､イ

ワン王子にとって手の届かない存在､すなわち憧れでも

ある｡これは清楚で何の力も持たない親しみやすいエ

レーナ王女とは対照的である｡イワン王子は同じ人間で

ロシア人であるエレーナ王女に惹かれるが､火の鳥にも

魅了されている｡

これまでの先行研究において論議されてきたバレエ作

品における｢火の鳥｣の役割論は､すなわち､ロシア革

命と結びつけたガラフオラ､主人公を助ける存在とした

タルースキン､他者アジアの象徴･母なるロシアの化身

とみるペインズらである｡だがこれらの見方とは異な

り､本稿の結果としては､妖艶な女性像｢火の鳥｣に役

割を変化させたということを強調したい｡そしてバレエ

《火の鳥≫では､ ｢火の鳥｣をェレ-ナ王女とは対照的な

妖艶で力強い女性として措くことによって､火の鳥､王

女､王子の三人の伝統的な三角関係をバレエの中に形

成したのであった｡この関係性は､現在でも最も上演回

数の多い古典バレエの名作の一つ､ 《白鳥の湖》 (初演:

1877年､音楽:ピョ-トル･チャイコフスキー(Pyotr

Tchaikovsky, 1840-1893)､振付:マリウス･プティパ

(Marius Petipa, 1818-1910))の黒鳥､白鳥､王子の三角

関係によく似ている｡男女の三角関係というのは物語に

一つの安定性を与え､ 《バヤデルカ》､ 《パフチサライの

泉》等､他のバレエの名作の中にも多く見られる｡ 《火

の鳥》は伝統的な三角関係を置くことによって､ロシア

民話というおとぎ話の中にも現実味をもたせ､民族･地

域を越えて観客に受け入れられる身近な人間ドラマと

なった｡だがこの三角関係がバレエにどのような意味を

持つのかというさらなる考察は本稿ではあまり深く追求

しなかったので､この点については今後の課題としたい｡

以上､民話からバレエ化される過程を検討し､なぜ｢火

の鳥｣の役割は変化したか､なぜ女性像になったのかを

明らかにすることにより､これまでの《火の鳥≫研究に

一つの新しい論拠を提示することができたと考える｡

*表記に関し､ロシア語の単語や人名は基本的にAIA

LC方式によってキリル文字からローマ字に翻字した｡

ただし一部の人名等は欧米の文献で通常用いられてい

る綴りを使用した｡

*バレエ作品は《　》､文学等は『 』を用いて区別した｡

そして本稿では特に役としての火の鳥を示したり強調

する時､ ｢火の鳥｣として｢ ｣を用いて表した｡

注( 1 )その他､ Stravinsky1936.等多数｡

(2)セゾン美術館･一棟彰子編､ 1998年の分類による｡

3) 1910年のシーズンを前にしたデイアギレフは次のよ

うに述べている｡ ｢バレエ作品が欲しいんです｡ロ

シア的な作品が｡今までそういうバレエはありませ

んでした｡｣ (Buckle 159.鈴木晶訳｡)

またバレエ･リュス関係者と親しく内部事情をよく

知っていたレ-ヴェン公は次のように書いている｡

｢フランス人は民話風のエレメントを熱望し､作品

に特別な､ほとんどエキゾチックといえる香りを期

待した｡要するに､フランス人は彼らが『本当のロ

シア(duvraiRusse)』だと思っているものを求め

た｡｣ (Lieven 1973, 106.筆者訳｡)

(4)本稿では､ Afanas'ev1958.および､アフアナ-シェ

フ､ 1987年を参照した｡

(5)西欧的主題のバレエとは《アルミ-ドの館》 (1909)､

《レ･シルフィード≫ (1909)等､ロシアではない西

欧を舞台にした作品｡バレエ･リュス以前にマリウ

ス･プティパが19世紀末にロシアで振付けバレエ

作品の古典となった《白鳥の湖》や《眠りの森の美

女》は､明らかにロシアではない西欧(ドイツ等)

が舞台である｡オリエンタリズム色濃いバレエは

《クレオパトラ》 (1909)､ 《シェヘラザード≫ (1910)

等､中東やアジアを舞台にした作品｡

(6) 《火の鳥≫以前､フランスから招かれたサン-レオ

ンがロシア民話から《せむしの子馬≫ (1864)をモ

スクワでバレエ化しているが､ベヌアの評価はきび

しく､ ｢真のロシア的バレエ｣というクレジットを

与えていない｡

またバレエ《火の鳥》の作者は一人ではなく､フォー
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キン､ベヌア､ストラヴィンスキー､バクストら

皆がアイディアを出し合ったのだと推測される

(Buckle 159, Banes 1998, 258, Taruskin 558他) ｡

(7) 13世紀､ロシアに攻め入ったモンゴル軍とモスクワ

公国が手を結んだ｢タタールの賀｣以来､ロシアと

アジアの文化的な境界は非常に暖味になった｡

(8)火の鳥の身振りが誘惑的であることはペインズも指

摘している(Banes 1998, 98, Banes 1999, 127)｡

(9)たとえば､ 『不死身のコシテェイ』よりコシテェイ

のせりふ｡ ｢きょうはロシア人がいるらしいな｡｣ (ア

フアナ-シェフ上274､中村訳｡)

『うるわしのワシリーサ』 (Vasilisa Prekrasnaya)よ

りヤガ-ばあさんのせりふ｡ ｢ロシア人の匂いがす

るぞ｡｣ (アフアナーシェフ上86､中村訳｡)

『牛の子イワン』 (IvanBykovich)よりヤガ-ばあさ

んのせりふ｡ ｢わしはこれまでロシア人の姿を見た

ことも匂いをかいだこともなかったが･･･｣ (アフア

ナ-シェフ上164､中村訳｡)他｡

10　黒鳥もまたもともとの原作にはなく､後から付け加

えられたキャラクターOただしWileyは｢白鳥の湖｣

の原作を特定できないとしている(Wiley1985,34)｡
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